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平成３１年度検討会の進め⽅

○ 検討会を効率的に進めるため年度3回 →２回の開催に⾒直しする。

【⾒直しの根拠】
・ 検討会における研究の進捗報告の頻度については年2回（上期、下期）が適切であり、年3回

開催による資料作成、検討会での報告準備等、研究担当者の負担が⽣じている。（報告すべき
研究の進捗が少ないケースも⾒受けられる。）

・ 年度2回⽬の検討会（12⽉頃）における、次年度研究計画の説明後に契約⼿続きを進めてい
るが、次年度研究計画の説明を前倒しすることが可能である。（添付スケジュール参照）

【⾒直しに伴い考慮すべき事項】
・ 研究の進捗過程において、その⽅向性を⼤幅に変更する状況が⽣じた場合等において、検討会

開催のタイミングでの報告が望ましくないと判断されれば、検討会メンバーへの情報連携や検討会
の書⾯開催等による対応を考慮する。

○ 新規研究テーマの選定については、現場で開始された廃⽌措置作業等の新たな課題・ニーズを抽
出したうえで技術のマッチングを⾏うとともに、平成29年度末に開催した愛媛県主催の「企業への説
明会」を受けての再調査や今後開催予定の愛媛⼤学「第2回廃炉措置研究部会」を活⽤した、
シーズからのマッチングを考慮するものとし、選定⼿順や選定基準は従来通りを基本とする。
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開催回 実 施 内 容

第１１回
(H31年10⽉頃)

・ 研究の中間報告および次年度計画の⽅向性説明（研究担当者）
※ 次年度説明はH31年度新規件名のみ

・ 新規研究テーマの選定状況報告（事務局）
・ 選定テーマの研究実施計画説明（研究担当者）

第１２回
(H32年3〜4⽉)

・ 研究の年度末報告および次年度計画説明（研究担当者）
※ 次年度説明はH31年度新規件名のみ

・ 次年度検討会の進め⽅説明（事務局）

平成３１年度検討会開催計画

○ 平成３１年度検討会は以下の内容にて実施する。
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平成３１年度検討会スケジュール
年
度 平成31年度

実
施
内
容

研究実施 4件 （継続2件、新規2件）︓適宜、研究担当者－事務局間の打合せを実施

第11回
(10⽉頃)

第12回
(3〜4⽉)

課題・ニーズの抽出、整理

シーズの抽出、整理

・
次
年
度
計
画

・
中
間
報
告

・
次
年
度
計
画

・
年
度
末
報
告

技術のﾏｯﾁﾝｸﾞ
⼀次・⼆次ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

▲
テ
␗
マ
選
定

・
選
定
テ
ー
マ
の
研
究
実
施
計
画
説
明

・
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
状
況
報
告

研究実施計画
策定

・
次
年
度
検
討
会
の
進
め
方

次年度契約⼿続

愛媛県・愛媛⼤学との調整

研究担当者

事務局

・
次
年
度
計
画

・
中
間
報
告

研究担当者

前倒し

・
選
定
テ
ー
マ
の
研
究
実
施
計
画
説
明

選定状況：事務局
計画説明：研究担当者

前倒し

添付
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（参考）従来の検討会スケジュール
年
度 当年度

実
施
内
容

研究実施 （継続分、新規分）︓適宜、研究担当者－事務局間の打合せを実施

検討会
(8⽉頃)

課題・ニーズの抽出、整理

シーズの抽出、整理

・
中
間
報
告

・
次
年
度
計
画

・
中
間
報
告

技術のﾏｯﾁﾝｸﾞ
⼀次・⼆次ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

▲
テ
␗
マ
選
定

・
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
状
況
報
告

研究実施計画策定

・
次
年
度
検
討
会
の
進
め
方

次年度契約⼿続

・
年
度
末
報
告

・
選
定
テ
ー
マ
の
研
究
実
施
計
画
説
明

検討会
(12⽉頃)

検討会
(3⽉頃)

愛媛県・愛媛⼤学との調整

研究担当者 継続：事務局
新規：研究担当者

継続：研究担当者
新規：事務局

事務局

研究担当者

事務局

添付


